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効果が認められた。

しかし後者の場合は収穫始めの時の処理のため初期

花房は充分大きくなっていたため初期収量は上がった

が，後半の花房では開花直後の処理であったため，果

実の肥大が完了せずに小黒の状態で着色が進み，屑果

が増加し総収畳ではかなり減収したので，処理にあた

っては散布時期に注意する必要がある。なお処理濃度

は両年の結果から200、50Dppmで充分効果があるも

のと思われる。

収穫打ち切り2週間前の処理は1971年は効果がなく，

1972年は上中物柴で10－50％，層巣で1．占～2．5

倍に増加した。1971年は無加温ハウスであったため，

処理後の低温がかなり影響したことが想像される。な

おある程度の温度があっても処理から収穫打ち切りま

での期間をもう少し長くした方が着色促進の効果が上

がるように思われた。
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1　ま　え　が　き

宮城県のハウス栽培は年々増加しており，それに伴

い施設が大型化し，作型も前進し栽培期間の延長が行

われるようになった。

作型の前進により地中加温の依存度が高まりつつあ

り，これに伴い土壌に関係する施肥，病害虫の問題が

新たに捉起されてきた。そこで地中加温のハウス栽培

における半促成白いぽキュウリの施肥技術を確立する

第1表　試験1　試験区別

ため，1971，72年の2カ年にわたって温度と施肥に

ついて検討したので報告する。

2　試　験　方　法

試験11971年仙台市原町農試圃場で，キュウリの

品種夏埼落5号を2月1日播種5月10日定植し，第

1表の供試条件で，地温と施肥量の多少が，キュウリ

の生育・収量に及ぼす影響を調査した。

区 別　　 項 目 定 植 後 の地 温 施　 肥　 量 備　　　　　　　　　　　　　 考

1　　　 区 1 5　℃ 標　　　　 肥 0　 多肥　 N 4．5 吻 一 P 2 ．8 吻 －Ⅹ 5．9 毎

2　　　 区 〝 多　　　　 〝 標 肥　　 5．5　 －　 2．2　 －　 5．1

5　　　 区 〝 少　　　　 〝 少肥　　 2．5　 －　 1．°　 －　 2．2

4　　　　 区 2 0　℃ 標　　　　 〝 0 ％ 基 肥　 ％ 追肥

5　　　 区 ／／ 多　　　　 〝 0 憐 硝安 加 理　 S d O 4 供 試

d　　　 区 ／／ 少　　　　 〝 0　基 肥 5 月 8 日　 追 肥 5 月 1 1 日

7　　　 区 2 0　℃ 全 量　 基　 肥 o　 c I川 S 5 5 5 供試 ア ー ル当 り N P X 5．5 吻
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試験口　1972年キュウリ夏埼落5号を12月15日

播種，1月24日定植し，第2麦の供試条件で地温と緩

第2表　試験Ⅱ　試験区別

効性肥料の施用がキュウリの生育，収量に及ぼす影響を

調査した。栽培管理は試験1■Ⅶとも慣行法で行った。

区 別　 項 目 供　 試　　 肥　 料 備　　　　　　　　　　　　　 考

1． 地 温 1 5 ℃ 燐 硝 安 加 理　 S d 0 4 （■1 ムー 1 0 － 1 4 ） 0 1 ， 4 区 ・… ％ 基 肥 ％ 追 肥

2．　　　 〝 C I）V　 S　 5 5 5 （ 1 5 － 1 5 － 1 5 ） ？ ， R は 過 石 と硫 加 で補 充

5．　　　 〝 工B 化 成　 S 1 号 （ 1 0 － 1 0 － 1 0 ） 0 2 ， 5 ， 5 ， 8 ， 7 ， 8 区 ・‥ ‥ 全 量 基 肥

0 地 中 暖 房 機 ，ペ ッ ト中 央 地 下 S D cm に 1 本4． 地 温 2 0 ℃ 燐 硝 安 加 理　 S d O 4

5．　　　 〝 C t）U　 S　5 5 5 0 施 肥 畳 成 分 量 N アⅩ 各 5．5 毎 ／ a

J o 定 植 後 2 5 日 間 は 前 記 の 以 後 は 後 記 の 地 温

占．　　　 〝 工B 化 成　 S 1 号

ス　 2 5 0～ 1 5 ℃ C I）U　 S　5 5 5

8 ． 2 0 0－ 1 5 ℃ C I）U　 S 5 5 5

5　試験結果及び考察

試験Ⅰ　地温の推移は20℃区が5月5半句までや

や低目に経過したが以後は設定温度にほぼ近く推移し

た。15℃区は全期にわたって設定温度よりやや高日

に推移した。

土壌化学性の変化についてみるとpHは水，EClと

も土壌にN03が集積するに伴い多少低下した。ECは

第5表のとおり20℃Eが15℃区より生育前半は高く

推移したが，後期は追肥しても高まらなかった。施肥

量との関係では多肥区ほど高い傾向が認められた。

第5表　試験I ECの推移

遠 警
区 名
嘩』巴

別
∽ 5 4／ウ 4／2 5 y ′10 ∽ 占 み／14

1 5 ℃

原 肥 1．5 4 1．9 4 1．54 1．7 0 1．27 1．4 8 0．85

多 肥 1．5 4 1．8 9 1．89 1．7 1 1．5 4 1．9 4 1．15

少 肥 1．4 5 1．7 5 1．7 2 1．7 6 1．2 7 1．50 1．18

2 0 ℃

標 肥 1．2 4 2．05 1．74 1．7 8 0．92 1．19 0．98

多 肥 1．8 4 2．17 1．8 4 1．8 7 0．9 7 1．25 0．8 5

少 肥 1．5 5 1．95 1．7 4 1．占5 1．04 0．9 7 1．15

C I）U 1．89 1．55 1．5 5 1．2 0 1．0 1 0．7 4

NO3－Nは第1回に示すとおり施肥後2週間で多く

なるが，20℃が15℃より多くなる。以後両区とも

漸減し，20℃では4月下旬に各区ともに12－157野

となり，15℃では少把が4月下旬，原肥では5月上

旬に15叩以下となり，が不足の傾向がみられた。追

肥により15℃の濃度が20℃より高くなっているが，

これは作物のⅣ03の吸収が20℃が活発であったため

と考えられる。CI）U化成はECの高まりが少なくN03

も一時に集積することなく，かなり一定した速度でNO3

化成が行われていることがうかがわれ，肥料の持続性

も比較的長いことが認められた。

4　　　5　　　5

／23／10／26

第1図　試験Ⅰ　地温と施肥量を異にした
NO3－Ⅳの推移
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生育及び収量についてみると，摘心時までの初期生

育は地温による差がみられ20℃区が優れていた。施

肥量間では15，20℃の区間に差はなかった。収量

は第4表に示すとおり20℃区が全期にわたり優れ，

15℃区がやや劣る傾向がみられた。施肥量との関係

では15℃区は多肥＞標肥＞少肥の順で多肥区がやや

優れる條向にある。20℃区では標肥＞多肥岩少肥の

順で15℃区とは異った傾向を示し，EC及びN03－封

の量と深い関係のあることが明らかに認められた。

第4表　試験Ⅰ　時期別累計収量（毎）
10枚当りの艮果

区名
∽ 0

まで
5／20 むう1 ‘／20

：標 肥 1．5 Z d 1ヱ 2 25 ．7 2 8 ．9

多 肥 2 ．0 8 ．0 柑 0 25 ．4 5 0 ．0

少 肥 2 ．0 7 9 1 父 2 25 ．4 2 5 ．7

標 肥 2 ．2 9 D 2 2 ．0 5 0．5 5 5 ．8

多 肥 2 ．4 R 5 2 0．7 2 8 ．0 5 2 ．2

少 肥 1．7 8 ．2 2 0 ．5 2 8 ．8 5 2 ．5

C D U 1．° 8 ．6 2 1，d 2 鼠 8 5 5 ．5

試験用　地温の推移は，25℃区，15℃区はやや高

く経過したが，20℃区はほぼ設定温度に推移した。

5月5半句以降は15℃区の地温が上昇し20℃区と

の差がなくなった。

生育についてみると，15℃区では肥料の種類間の

差はみられなかったが，いずれも20℃区に比しやや

劣った。20℃区ではC］）U＞IB＞憐硝安となり燐

梢安区が劣った。CI）Uの温度間では25℃～15℃区

が明らかに不良であった。側枝の発生は15℃，20

℃区とも憐硝安区がやや少なくCI）U，工B間の差はみ

られなかった。

収量は第2回のとおりで各肥料の種類とも15℃区

と20℃区との間に明らかな差はみられない。肥料の

種類間では燐硝安がやや少なく，工Bは20℃区でや

や劣り，CI川は両地温とも他に勝っているがその差は

わずかであったCI川25℃～15℃は明らかに劣った。

土壌化学性は第5表，第5図のとおりで，憐硝安は

燐　CI　　燐　CI
硝　D　　　硝　D

安　U B　　安　U B

15℃　　　　20℃

C C

D D

U U

250　200

i　1

15℃15℃

第2図　試験Ⅱ　時期別収量（15株当り）

第5表　試験Ⅳ　ECの推移

品 恵 聖
区　 名 1／ 17 1／ 2 4 2 ／ 10 2／ 2 4 5 ／ 1 5 5 ／乍 0

1 5 ℃

燐 硝 安 1．5 0 2 ．4 5 2 ．7 4 1．7 9 1．8 4 1．7 0

C　t〉ロ 1．5 0 1．5 9 2 ．2 5 2 ．5 5 1．6 4 1．9 0

工　　 3 2．0 0 1．8 4 1．7 0 2 ．0 5 1．7 2 1．4 5

2 0 ℃

憐 硝 安 1．7 8 2 ．1 7 2 ．10 1．9 0 1．7° 1．8 2

C　工〉　ロ 1．8 9 1．8 0 1．7 5 2 ．1 5 1．8 5 1．9 5

工　　 B 1．8 9 2 ．2 5 1．占7 2．0 0 1．18 1．7 1

2 5 0－｝1 5℃ C I）U 1．7 8 2 ．2 8 2 ．12 2 ．2 4 2 ．8 1 2 ．2 0

2 0 0→ 1 5 ℃　 〝 1．8 9 1．8 0 1．75 2 ．1 5 1．9 7 2 ．1 1

這 漕

1 5 ℃

区　 名 4／ 14 y ′1 5 ／ 2占 占／ 1 8／ 1 7 7／ 5

燐 硝 安 1．5 7 1．4 （～ 0．9 5 0 ．7 8 1．2 2 1．8 1

C　D　V 1．5 0 1．8 7 0 ．9 4 1，0 5 1．15 0 ．6 8

工　　 8 1．5 5 1．5 9 1．8 2 1．1 5 1．09 1．7 1

2 0 ℃

燐 硝 安 1．8 5 1．8 1 1．5 4 1．2 2 1．2 5 1．1 0

C　t〉　U 1．9 5 2 ．0 0 1．2 2 1．5 2 1．5 8 1．1 7

工　　 B 1．7 4 1．8 d 1．18 1．4 1 1．1 7 1．0 5

2 50→ 15 ℃ C I）U 2 ．2 4 2 ．5 1 2 ．0 2 1．1 0 1．4 5 1．d 5

2 0 9→ 1 5 ℃　 〝 1．8 8 2 ．9 7 1．5 4 1．6 0 1．0 4 1．7 1
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第5図　試験Ⅱ　地温と肥料の種類を異にした
NO3－肘の推移

施肥直後のEC，NO3－N，ⅣH4－Ⅳ借が高いが，以

後急激に減少する。cm，工Bは初期の濃度が低い。

cmは封の分解に2つの山がみられた0ェBはNの帝

出が緩慢である。CI〉ロは25℃で初期のyO3集積が

多くなった。

以上の結果，施肥直後にⅣ03－Nが急激に集積し高

濃度になった憐硝安及びCI川25℃区は明らかに生育

を抑制し収量の低下を招くことが認められた。

4　ま　　と　　め

以上2試験の結果から施肥量は地温が高い（20℃）

場合は多肥によって生育前半はEC濃度が高く経過し，

濃度障害の危険があり，また生育後期ではN03－Nの

減少が早くなることが判然と認められた。したがって

地中加温ハウスの施肥は緩効性肥料を除き基肥の量を

減らし，追肥は地温が低い場合より若干早める必要が

あるものと思われる。

肥料の種類については，施肥直後のEC，Ⅳ03濃度

の高まりの少ない緩効性肥料は地温20℃までは全量

基肥施用による追肥省力の可能性が明らかにされた。

一方，緩効性肥料（CI圧JS　5－5－5）でも地温25℃

以上では，施肥直後にⅣ08－Ⅳが急款に集積し高濃度

となり，生育を抑制し収量の低下を招くことが明らか

に認められた。

イ　チ　ゴ　の　作　型　確　立

－高冷地育苗苗の実用化について－

和泉昭四郎・川村邦夫・佐藤忠夫

（宮城県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

現在宮城県のイチゴ栽培では，株冷蔵半促成栽培が

重要視されている。冷蔵される苗は普通，平地で育苗さ

れるが，これを高冷地で育苗すれば，低温による花芽

分化の促進，休眠打破に要する低温量の充足（株冷労

力の軽減）などのメリ，トが期待される。

筆者らは1971年に県内の高冷地である栗駒町耕英

（標高5507柁）で育苗した甫及び平地育苗の苗を供試

して，山下げ時期，冷蔵期間について検討し，また72

年にはイチゴの産地である亘理町の現地で実証試験を

行った。その結果，高冷地育苗苗は生産力が高く実用

性のあることを認めた。

2　試　験　方　法

試験l‥仙台市原町の農試圃場で1971年にダナーを


